
京都府協会U12部会
における普及事業について

（一社）京都府バスケットボール協会 U12部会



内 容

〇U10大会の開催

〇ハンナリーズとの連携

〇キッズフェスティバル
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U10大会の開催



【内 容】
次代を担うU10世代を対
象に、出場機会と出場時間
に配慮した公式戦を開催。

【目 的】
同年代の選手との試合経

験により選手の活躍と楽しみ
の場の提供する。



所属チームの登録状況や試合環境に配慮した
大会運営
参加要件

• １チームの編成を６人以上とし、低学年の人数の少ないチームにも広く参
加を募ることでバスケットボールを通じた交流や出場機会の確保を図る。

• 人数の多いチームには、２チームエントリー可能とすることで選手の出場機
会と活躍の場を確保。

• 合同チームや男女混合など幅広い編成での参加を認めることで、多様な
枠組みでの交流とバスケットボールの公式戦の機会を提供。
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試合環境など
・ 公共の体育館を使用することで、冷房の使用などプレー環境に配慮するとと
もに、公式戦の緊張感と公共体育館でのプレイによる非日常の体験を提供
するとともに応援者にも配慮した大会運営により、応援者も含めたバスケット
ボールファミリーが、純粋にバスケットボールが楽しめる機会を提供。

・３Q制とすることで、体力的な負担を軽減。2試合の保証で出場機会を確保。



京都ハンナリーズとの連携に
よるファン層の拡大



Bリーグ1部
京都ハンナリーズとの連携
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日本におけるトップリーグであるBリーグ1部の京都ハンナリー
ズとの連携により、京都府におけるバスケットボールの普及とあ
らたなバスケットボールファン層の獲得を目指す。

U12部会においては、トップリーグの試合をまじかで観戦し、
バスケットボールの迫力やゲーム性、トップ選手の動きをまじか
で体感することで、より一層子供たちがバスケを好きになる機
会をハンナリーズとの連携により提供する。



NＩSHICOキッズ
※ハンナリーズのスポンサー企業の提供

ハンナリーズホームゲームの試合観戦を
U12世代に提供

昨年度実績

ホームゲーム23試合

約370人が、

トップリーグを体感！！
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キッズフェスティバルの開催



幼児から低学年を対象にキッズフェス
ティバルを開催（2024.2～）

☆バスケットボールの裾野の拡大
幼少期から年齢に応じたボール運動やゲー
ムに親しむことで、バスケットボールへの
ハードルを下げ、新たなファンや競技者の
裾野の広げる。

• バスケットボールの入口となるボール運動・
ゲームの紹介

• 年齢や発達段階に応じた、ゲーム等の紹介

• 同年代との触れ合いによる楽しさの体感

• ボールを使ったゲームによるボールゲームの楽
しさの体感
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☆バスケットボールへの導入
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キッズフェスティバルの様子 １
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キッズフェスティバルの様子 ２
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